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男鹿半島におけるシュロソウ・アオヤギ､ノウとその生態

秋Ill県立博物館高田順

はじめに

ユリ科シュロソウ鵬のアオヤギソウ・シュロ､ノウは,',．くから根菜の雄効が知られているが秋田ﾘ,VJJ鹿半ftでは

地下の根茎部を食用に供する習悩があった。今から約200年nilの旅行家mc真溌はその将作の中でこの仙物にも
3,111）

触れ、救荒械物の一品として簡単な解説を拭ゑている。近ｲ1ﾐになって県|ﾉ1のM物研究家によるフロラ的演料にも

該品は注|｜されているが、分ｲ'7や生態の実態については|ﾘ)らかでない。

一昨年秋田県立博物館の開館にあたって、「菅江頁浦と秋|｣1の風土」を主越とした総合股示が企山された。蕊
7）

者も部門分担者として真澄の注意を引いたこのilM物をとりあげ、リ)鹿､uﾙにおける調査結果の概要を展示した。

その後の継続洲査で男鹿fHhにおける分ｲ[iの実態がlﾘlらかになったので、形質の変異型を'I'心としてここに慨

報することにした。本研究について当初から変わらぬ御指導を蝋L､ている秋旧大学教育学部教授加藤β雄先生に

対し衷心より謝意を表する次第である。奥til春季先生・*池敏之先'I-1ﾉ111!ハチ先生には文献についてお世話に

なった。原子一男・木村啓（青緑県）、｜:､l井三郎（岩rﾘ1)、,'m:制雌・加騰信英Mil形県）の各氏にはそれぞ

れの地域についての情報をいただいた。秋旧、然史研'先会の越IIII谷艇・望ﾉj峠夫・高橋祥祐・西村正．千葉湛・

熊谷隆・佐藤磯男の各氏からは討議と,淵制肋ﾉ]をいただいた。以上の各位に対して心から御礼申し上げる。

Iシュロ､ノウ・アオヤギ､ノウの花色の変異
8）6）18）

シュロソウ属CVeratrmn)、特にSect.Fuscoveratnimの分蚊学的なi職は、中井．治水・Zimmermann

らに見られるが、これらの先人の認識は必ずしも一致していない。大井は11水仙物誌(旧版)において、アオヤ
，1）6）

ナギソウ・シュロソウをそれぞれ別随に凪する変種としたが、新版ではi.'i水の研究を入れて、種としてタカネア

オヤギソウV.maackiiを認め、その変徹としてナガバシュロソウ・シユロソウ・アオヤギソウをおいた。一方
5）

北村はV.nigrumの亜種にsubsp.Maackiiをおき、これをホソバシュロソウとし、その変徹にオオシュロ

ソウとアオヤギソウを認めた。この[ll-i者の雌大の差異はHi樋についての考え方と推定されるが、本論に関する部

分について言えばﾀｶﾈｱｵﾔギｿｳを大井は極として認め､北卜W戎ｵｵｼｭ”ｳ及びｱｵﾔギｿｳのそれぞ
れ品種の位置においていることで、その独,'.11ﾐについての,獅俄はかな0災なるものと推察できる。しかしこの要

素を消極的に判l析すれば国内産のFuscoveratrt"〃を三つのTaxonに’F行的に把握するﾉ1膳本線では一致するも
． l）5）

のと見てよい。大井のナガバシュロソウ・シュロソウ・アオヤキソウは北村のホソバシュロソウ・オオシュロソ
8）

ウ・アオヤギソウとその記牧からfII断しても大体の把握では似かよっているものと思われる。中井の細分化され
6 )18)

た種の分類は清水によって集約されているし、Zimmermannのグローバルな検討もvar.reymondiα""加を除
v.Jl.-0

けば清水・大井らとかけ離れた判断はない。したがってここでは大井の和塙を川いて言及することとする｡従来の
これらの分類はいずれも花被の色･葉のi順や形･花序の枝や小梗の長さなどをメルクマールとしているものである。

秋田県男鹿半島産のFuscoveratru郷を花期に観察して遮るとその花被の色はきわめて変化に富んでおり、緑

色ないしは黄緑色のものから、機紫褐色の佃休までほぼ迎統的に部分変色を呈する(第11*1)。緑色の個体を基準

として濃紫褐色に至る述続についてはいくつかの傾IfIを指摘することができる。1)色は混り合うのではなく部

分的(二（濃）紫褐色になってくる。色のつき方は一般に花被の外縁付近に始まり、中央部に向う。2）外縁部の
色の帯が太くなると中央付近に横に,lifができ、緑色部は二分される。この,iifは光沢をもついわゆる腺とそうでな

い先端部との境界となってL,る。3）花被の災(11.11も炎と1"-]様に色域が噸すが、′ﾙｫに典仙lに緑色部が多い。中央部

の横帯は殆ど現われない。4）濃紫褐色の強い{'111体になればなるほど花糸や]こ";の色も|司様の傾向を示し、花序
全体として一層色濃く兄えてくる。5）一見全体的に紫隅色に兄えても透過先では緑色に見える部分があること

も多い。6）瞳も濃紫褐色に近い1̂ 1体でも、l'j森県津軽半.1約竜ﾉ¥mの海岸風伽V二原のmm(.いわゆるオオシュロ

ソウーツガルシュロソウ型）よりは色が淡く、花被州もうすい。7）どのような色調でもつぼみの外側はすべて

ほぼ緑色である。8）同一花序内・同一株lﾉ1の花色は安定しており、進伝性との関連が示唆される。
4）5）

アオヤギソウとシュロソウを別変砿としている大井や北村はその岐火の区別点を化被の色においている。それ

－ 1 3 －
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第1図花被の色の変異

ゆえhi川的な花色のfî i体が多い唱二とは一つの疑|川点としてl筒袖され得る。しかし花色については一般論とは別に

,','''1的な存在を腿めているとⅢ擁される‘弛述も少なくはない｡例えば牧眺ｱｵﾔギｿｳについて花は緑色であ
6）9）

るが稀に紫のぼかしのがあると‘記しているし，.,'i水も原・水肋を引叶lしながら花の色によって分瓶されるシュロ

ゾウ群とアオヤギゾウ群にも移行剛が多いことを述べている。唯従来の記録がこれら移行JP.OH州刷）をどのよ

うなﾉI階唯で処叩してきたかが全く不Iﾘlなことと1冊雌標本だけの判断では花色を明確な特徴として追求するのは仙

即であり、それをどのように判定してきたかがlﾘlらかにされる必要があろう。例えば秋IllﾘI.と地理的・生態的

条{'|:のよく似ているIll形ﾘa.にシュロソウの1記録がないことや、秋旧県のフロラを研究した村松の「～ﾘ)鹿のもの

雑大部分蹄緑色をしたｱｵﾔギｿｳのようであった｣という‘記鍵“の個々の,川越を兄い,,,すことができる。
．！）

他方形態上の特質として大井は葉の'隅に注[Iし、アオヤギソウ

6～IOC脱・シュロソウ3～5cmナガバシニロソウ1～2.5c別とし

てｲ巡統な状態をIJIli記してL,る。ｿ)鹿､ドi'；におけるFuscover-

atrumの蚊下難の岐大'冊を7ノjに測定した数値は以下のようで

ある（第1炎）。これらは3ケ所の途った個体群を花色で区別し

たものであるが、これを場所別にグラフで示すと第2図のように

なり、花色よりも生育立地によって葉の幅が影響されるように見

える。ソ漉半ルでの観察によれば花色の違いに関らず葉の'幅はア

オヤギソウ剛の広いものが多いという認識を深めている。しかし

アオヤギソウ．シュロソウ．タカネアオヤギソウのいずれも南方
6）

の個体ほど葉形の狭いものが例示されている。清水もこれに言及
18）

しているし、Zimmermannも地域的な変異性を認めているが、

この栄我器官の変異はさらに吟味されるべきものである。この他

にも花被片の形や先端のとがり方、葉の形や基部の狭まり方など

多くの間迦点が指摘されてきたが、タカネアオヤギソウに関連し

た岐下の種と花序の枝の長さ及び果期における花被の湊合する形
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以外は生時における観察では明確に認識できなかった。

以上のことからシュロソウまたはアオヤギソウといわれていた男鹿半Ilh産の仙物は花色や葉形などから']'間型

が多く従来の認融韮準では分類が因難といえる。これはI1木列島全体の+での地方的なレベルて種分化を起こし

つつあるものか、地理的・生態的クラインなのか検討すべき対象は数多し､が、ここでは半突関係のゑを|ﾘlらかに

して、問題の解決は今後の研究にまちたいと思う。

I花型の変異

男鹿半I.hにおいてはシュロソウ・アオヤギソウは一般に株立ちとなる。前述のように花色は一つのクローン、

一つのｲ序内で安定してL,るが花肺;内の花の成熟度はさまざまであり、雑居性として去現される。この半につい

て花色の連いによる雄異は認められない。花序はやや疎な複総状花序であり、花期の初め頃は先端部が少し点頭

するような形であり、祥しく措花で強>''二な感じのする竜風m産のものとは大きく異なる。ただ、、|訓h全体として

は疎密の程度はさまざまであり一様ではなL,。花序全体の量的バランスは頂生の花序の枝が極端に大きく、側生

のものはいずれも短い。花のつき方は削合f均されているので花数と花序の長さは比例的である。

｜淵花についての順序は例外なくほぼ一定している。頂生の花序の枝の最下部から咲き始め、上に向う。次にIl1

間に位置する側生の枝の下から咲き始める。花序全休では上から下へ、一つの枝の''1では下から上へ進むので賎

も遅く開花するのは肢下の枝の先端部ということになる。これは｢''心から外側へとぽき換えてもよいことであろ

う。|淵花後のめしべの成長もN様の進皐方となるので、六分咲き稀度の段階では、早く開花した花はわずかにf

房がふくらんでいるが、一部の花のめしべはやっと認められる狸度であり、通い花ではおしべの状態が完全であ

るにも|則らずめしべが見られない形となる。IPち完全両性化・不完全両性花．雄性化という枇成になる。おしべ

における化粉の形成はきわめて早く、直径3""位のつぼみでも花糸・満は完全にできており、イビ粉も形成されて

いる。熟は|刑花後早くひらきおLベからも落ちやすい。木椛が他家受粉随物であるかどうか、またn家不耶II合で

あるかどうかはまだ不iﾘ)であるが、雄,|′|臭がきわめて先熟であることは言いiりる。この状態で開花の順序一めし

べの熱度一結災の度合とK淵す-るため大部分の胴体では頂生の枝にの難果実がつく。このような状態でめしべ

が兄えない化でも花糸の韮部の膜状部の'11に萎縮したm珠が兄られることがあり、栄韮などの外的条ftの影群も

ﾉ<きいことが示|愛される。このように頂生の,枝にのゑ果実をつける傾向はVeγα"〃mBA必overatfttm節に属

するコバイケイソウなどでも見られ、属にかなり普遍的な形質のように考えられる。

受粉に間血して昆虫についての観察は少ないが、男鹿半ﾙのシュロソウ・アオヤギソウの生育ｼ:地は殆ど林lﾉ1

であり、肪花昆虫は観察していない。それに反して亜高山草原に多いタカネアオヤギソウにはよく昆虫が飛来し

ている。ただFuscoveγα/""〃では花披に粘性があり、花を多量に集めると匂いがあること、ｿ)鹿と竜飛Iffの花

で体長l〃"位のla]樋と思われる昆虫（幼虫*を検出していること、男鹿では果災が器いB*期に蛾の幼虫＊に殆ど

食害されてしまうことなどが夜間の昆虫行動や植物種と動物種の結び付きとどう間辿するのかなと1川地は多いと
言える(*いず〃も未|司定)｡

Ⅲ男鹿半島にお|ナる分布と生態
15）

従来のフロラM̂ によれば秋IB県内のFuscoveratrumは男鹿半,1的のアオヤギソウ・シュロソウ、海岸部,ザ
13）

森県境の八森町珊館にシュロソウ、奥羽ill脈や出羽山地の亜高lⅡ帯にタカネアオヤギソウが分ｲ|i寸~るとされてい
た。このたびｿ)鹿､'2,';h全域に亘りその分布状況を耐査した結果を第3図に示した。過去の経験から男鹿半.1約では

Fuscove)江"2‘”の生祇域が大部分落葉広葉樹林にあることを観察していたので、方法としては春季の他の林床

'11'[物が展葉しないⅡ$量期を1'1心として、洲在地の林下を’ケ所につL,て'''品30,〃．長さlOO"zを標準として路在し分

ｲﾄj図を作成した。図の○印はFuscoveratru加の存在を示すが×印は踏査して光兄できなかった場所である。／

図でIﾘlらかなように○印の分ｲli城から陥離的に存在するのは浜間口のみである。ここは|fe.Uo～30otの砂浜に統

いてiM立する砂)iからなる高さ10)"ほどの崖の上で人家の裏側になっており雑木林Iざであるが耐Iやｲi段があり、

タケやササ類が多く人為的影響の多いjﾘ『である。、二の部分を除けば北は湯の尻からI'liは僻を結ぶI血線のIﾉﾘ側にの
ゑ分ｲnL、東側は全くの空白地州と言ってよい。さらに少しくわしく見ると、北側の湯の"tから入過|Wに至る地

域では、海岸'がりの標尚50～100岬の斜面の雑木林や林縁にふつうに脚?し、北磯犬巾Iiiiiwthffiには半脇で12を
争う大きな柴川がある。人道Ulil'から西海岸の戸賀まではほぼH様であるが、ススキ'V':地のような場所での生育が

－ 1 5 －
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をふくむ内陸部では〃m他にくらべてやや11<f.つ・

殆ど雑木林下に産する。ノ

シナノキ・エゾイタヤ林、

ノ

殆ど雑木林下に産する。ノーffIiからniiiiに至る|洞海岸は近年になって自動車道ができた所であるがその両側の主に

シナノキ．エゾイタヤ林、カシワ林などに淵曲に見られる。門前～椿間も雑木林下であるがこの地域は人為によ

る環境の改変が激しく分ｲ17は|斬統的である。ソ)鹿三山と言われる毛無山・本山・真山の縦走コースの両側におい
ては|萌側の毛雌|｣|一帯に多い。江社'堂付近のブナやミズナラの二次林下には広範囲に密娠群蕗をつくり、標高
500岬付近までは切れ目なく分ｲuする。より高所では唯一ケ所本山付近の亜高山植生地に小さなm体群があるが、

二れについて包葉の長さと花の附き方などから筆者の精査ではタカネアオヤギソウと同定している。

以上が分ｲ|丁のあらましであるが、Fuscoveγα""'”の分布域は男鹿第2表Fusco""が"‘岬分布域の土壌

半ルの地誌的・Iﾖ然的条件とも何らかの関連があるように思われ岩屑性土壌……………………木Ill1統
る。似'1ち地形区分で言えば産地が木llllU地・八望台台地・女川台地乾性褐色森林土壌……………真山l統

制脚顛撫w鴛蹴"…一…|蝿
堂蹴臓懐戦戦艦孟競爵“…一…"縦“〃（暗色系）・…･……･……本I川2統
麦のようになる。Fuscoveraj池畑の分ｲuしない東部地域の土壌と断

ifli棋式によって比較するとこれら分ｲ1丁地域の土壌はいずれもB－C層に多くの角喋ないしは半角操を含むことに

－1 6 －
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よって'ﾘlらかに特徴づけることができる。男鹿半鵬の地形・地質i之壌とL、う分ｲIIの一致性はもちろん地史に関

連することであるが､それと1FなるFuscoveratnimの分ｲ|iはIl'l椎輔三紀の地史に連なるのてはなく、士壌条('|特に

その撒造と関係する生態的要因と考えることができる。ただこのKevが土壌の細戊なのか排水磯能との|提l係な

のか、または両者の相互作Ⅱlなのかは速断できない。急な斜ifiiでは地形の転換点を過ぎた下方に分布することが

多いことはm者に利し、広い大而mの､F坦地に近い緩斜Ⅱ'IIに－nilに分ｲpすることは後門の要来を埴視させる。砿
6）

Ill県岩館や青森県竜飛Ill'jiでも岩ｲiの多いいわゆる未熟土壌に分ｲIIしていることを観察しているし、清水がｲi灰岩

地術の械物としてシュロソウを挙げていること等を考え介せるとその局地的分ｲIlの|災疋要Iﾉjが土地的条件を主と

した生態的要因にあることはほぼ確かであろう。

このことに関連して男鹿半烏での分布は上隅木の純頬にはあまり影評されないが低木l柳や草本層では携しく関

係の深い植物種が見い出された。ヒメアオキAndのαノahonicavar.加γ“"sはブナ林の標徴種として、また

裏日本要素植物として、多雪地に分化したアオキの変祉とされ、秋|Ⅱ県内ではやや陰湿なスギ林や二次林からブ

ナ林にかけてどこにでもふつうに||｛てくる植物である。ｿ)鹿､脚:;,でも木山のUJ頂部{､l･近にヒメアオキーブナ群

雌が認められ、それ以外の地域を1Aく占めるクマイザーリーーミズナラ群落やカスミザクラーコナラ群落には上
12）

メアオキの常在度が高いことが,記されている。しかし分ｲm¥ﾉ1ではF､〃scoveratru畑とヒメアオキは全く共仔し

ない蝋:実がある。林床植生の状態からLてヒメアオキがあればシュロソウ・アオヤギソウは出現しない。この傾

向はヒメアオキほどではないがハイイヌガヤCepﾙαﾉotavα熔畑γγ〃gloniavar.〃α"αにも見られ、ササ類にも多
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少その傾lA]がある。これはIﾘ}らかにI-壌条{1を要Iﾉ4とす

るものであろうがくわしい分析はまだ行なっていない。

ルj地的な地形が仙物群滞の分Cliを脱Mすることは地形

の腹雑な商Ill地域で|ﾘlらかにされている。またカタクリ

の分ｲ¥>が斜Iliiの方位と|乳l係するともいわれている。リ)鹿

14肋におけるFuscoveratru加の分ｲ¥iと制ifiiのノj位やそ

の角陛との関係についての凋査結眼を鮒4Mに示した。

似斜のﾉくきな部分には生育しないが水､'たから50度位まで・

の仙糾地にはfiiliりなく分布し、斜ifiiの方位も側係ないと

言ってよいであろう。

斜皮や方位に|則係なく、土壌の状態に強く規制される

Fuscoveratnimの'|孔育には光条{.ドも大きな影群をもつ

ことは当然であろう。その最大の理lllはこの師の'k活史

がきわめてｲ洲11.物の要糸が強し､ことによる。miちとmn*.

とllilI1j:に311水から4Jl初めに地bに餅を川し4ノ¥'¥'に

朕雌を終え、6ノ｣に1111化し7ノM<にはほぼ地1部がﾎ.',れ

N

●●

・ん/路
●

●
●

●●

●●

W Ｆ
』

S

第4図生育斜面の方位と斜角 て休Kmに入る。この存季まだ職j水州が雌を附かない|川

のH光を允分に利川して効率のi部､光合成を行ってm化に(siiえる状況はjl1時に生じることの多いギョウジャニン

ニクA"〃"！”"“．/α"svar，カノαか'ﾙy""'”によく似ている。そのたV)林床の|ﾘlるいやや疎な尚木幡をもつ株

林では開化がよく、さらに林級やススキ';>地では州ｲ齢I:火がW-¥､傾lAjがある。しかるに春季にﾉく群滞を見る場合で

も夏季の上Ⅳiのうっ|1がきびしい場所ではｼｭﾛｿｳ･ｱｵﾔギｿｳのil吋力度は:勝Lく低卜し化のつきﾉjや結火

の状態なども劣る。以上の光条|'|:への適応性と津軽､ドルにおける海岸風衝V-原での分ｲI)，奥羽Ill脈などのKHUI

草原でのタカネアオヤギソウの分ｲI)などからこの極群の本来の生iU'.地はい:地ではなかったかという疑いをもっ

ている。ｿ)鹿､脚舟におけるような緋水林での生柵は氷期以後の環境変化への二次的な適応の湊ではないかとも思

われる。

さてシュロソウ・アオヤギソウを分ける花色について'Milliiりなタイプが述統IIりに存在することはnil述のとおり

であるが､花序全休を概観してよりアオヤギソウに近いものとシュロソウに近いものに分け､さらにそれぞれの'¥'

で全く純粋な緑色や紫隅色の花をもつ株を区別し、花色を4つの段陪に分け、これによってﾘ)腿､ドル数ケ所でIK

体群内の花色の変異の削合を1淵査した（第3間)omでlﾘlらかなように海岸線では加茂青砂付近を境として北側

の各地域の個体mﾉ1はシュロソウと見られる紫禍色の強いIl'i体が多く、l荊側ではアオヤギソウに近いIa体が多

い。り)鹿半肋よりさらに北方である瑞館付近の1'i体も殆どシュロソウm.であり、竜飛岬における花色は蝶紫色と

言えるものであったこと、シュロソウは九州まで分川jするのにアオヤギソウは近畿以南に見られないことなど花

色の変異に関血した地珊1勺条件も多い。男鹿､ドルriiiiiはアオヤギソウないしは縁辺に僅かに紫色が川る粍度の個

体が大部分であるが林絃や海岸のススキ草地では紫色の淡い(|川休がふえること、北側の人遊lU'Wlfliでは紫色の強

いシュロ･ノウ西！が多L,がススキ'!'地ではその色洲のさらに膿い(hi体が紗くなる事実など、光条^によると思われ

る変異傾向も棚察している。

摘要

lリサ鹿半j的においてはI'll格変郁とされるシュロソウ・アオヤギソウの分類学上の取り扱いについて、化被の色

はシュロソウ剛.,1,1川ｲ色の剛・アオヤギソウ型とほぼ迎統的に変化するので間ｲﾆI形質としての特徴にはならな

いように思われる。雌の''1冊は概して脳<アオヤギソウ剛と考えられるものが多い。タイプ分餓の視点から男鹿半

肋地域にはアオヤギソウ・シュロソウ・タカネアオヤギソウが産すると言える。この際シュロソウとされる個体

は津軽半』;ﾙ竜飛旅の個体とは花序の形や'1,梗の長さ、イヒ被の色凋がかなり異なるものであり、シュロソウと断定

するのには多少疑1111が残る。

2これら花被の色はり)鹿半j;bの各地でその構成の度合を異にし，北部ではシュロソウ型がやや多く、I糊部では

アオヤギソウ剛がﾊﾖ倒的に多L,。さらに落葉広葉樹林内のm体よりも林縁ないLはススキ蜘叶〔のものの花被の色
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が濃くなっており、これには光条件がMらかの意味で関与するものとI出うれる。しかしm一地域でも株師に花色

はかなり‘だ‘疋しているので、交配竿による世に的形閥の分析も必喚と思われる。

3男鹿､ドルのFuscovera""郷の分ｲn城はり)鹿､ﾙjの輔三紀における地史にﾉhづく地形一災m地質一t壌の

分ｲIIとよく一致する。IZ戦はIノリ部山地を'I>心に分ｲIIする仙いimにmﾉ4する未熟土壌でB－C＃1に多くのjｲI磯．

､,全角磯を含むものである。このサイp城の一致が土壌の排水閥il;と一'ﾉ↓的に柵IIiびつくかどうかはI洋びらかではない

が、林床植物としてのヒメアオキが'11所にイトじないことが'ﾘ'らかにされており、ハイイヌガヤやササ顔にも'司様

の傾向が見られている。なお斜度及び方位はその分ｲIJに膨郷をク･えない。

4シュロソウ．ア十ヤギソウは花序のつくりや花刷においてきわめて蒋徴的である。imち花序の頂''ﾐ枝の下部

から咲きはじめ、側ﾉkの枝の下部に移ってゆく'淵化順序がそっくり花序における雌性花とi剛J1§花の配分に影群し

その結果多くの仙休ではV-く|刑化する頂唯枝'二の-攻充粂lil州北がてき結火が見られる。

本論では触れなかったがﾘ雌､ド,i;＃ではシュロゾウ・アオヤギソウが隔年|刑花であることはぼぼ碓爽で、栄韮休

繁殖をしながら株を大きくL，さらにｲiTiﾐﾉ|殖を行っていることも砿かな二とと思われる。これが化被の色や個

体群の成り,>:ちにどう問っているかは今後の|川迦である。シュロ･ノウ・アオヤギ､ノウとタカネアオヤギソウとは

あまり分化が進んでいないように思える。欣Illﾘ=1でこ,Hらの分ｲIIする”ド部と奥羽脊梁Ill脈のfc'iin州の|川には

広いブナ林があり、このブナ林にはFtiscoverαかz"〃の分ｲl)i.t/:ci.､。この'k態的隔離が隣接するﾘI.ては状態を異
2．16．17）

にしているようである。典11本は深'1地として知られるが、その111での少ﾘi･｣也'/』分ｲuといったII本〃盤糸のIlllVfi

としてもとらえIl'lすことがBI能かもしれない。これらを含いてﾉ『後の研先に地域的な広が0を持たせることと:r.;

体の年令読忠取りなどのﾉ崎門史の追求によって間迦をlﾘ}雌にして行きたいと考えている。
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